
<<前へ 次へ>> 詳細｜一覧

 
小堀桂一郎氏「天皇論」に反論！ 2009/11/09 18:01 

  
  

「女系天皇」の出現は即ち無血革命の 
  仮面をつけた易姓革命を意味する！ 

 
 小林よしのりの「天皇論」。発売以来すでに23万部を売り上げ、先頃新しい歴史教科書をつくる会主催で「天皇論」のシンポジ

ウムも開催されるなど、順調な推移のようです。 
  
ところで、この天皇論を読んで最後に「たとえ将来、女系天皇が誕生するようなことになっても、わしは失望しない」という記述

があり「ガクっ」ときたのは私だけではないでしょう。まあ高森氏も同じだからそうなるのか？と思ってましたが、これが「女系天皇

も認めるべきだ」などという表現だったら大論争になっていたでしょう。 
  
と思っていたら、小堀桂一郎氏が雑誌「正論12月号」の中でこの点をズバリ指摘していました。ほとんどの記述に共感し高い

評価を与えながら、この点だけは見過ごせないと論陣を張ったのが以下の文章です。ちょっと難しい部分もありますが、以下に紹

介致します。  
  
  

共感と違和感と 

話題の書「平成天皇論」と「天皇論」を読む 
   東京大学名誉教授 小堀桂一郎 

   
（前略）小林氏はそこで〈日本に「易姓革命」は根付かなかつた!この幸福を日本人はきちんと自覚すべきである。「易姓革命」がも

たらした悲劇はシナの歴史を見ればわかる。それはまさに想像を絶する!〉といつた正確な認識を述べてゐる。 
  

この様に凡そ易姓革命の残虐性についての明確な歴史的認識を有する『天皇論』の著者が全篇の巻末に至つて突如として

〈たとえ将来、女系天皇が誕生するようなことになっても、わしは失望しない〉〈元々、天照大神は女性神である。ならば日本の天

皇は女系だったと考えることもできる!〉と記す。 
  
それは「できない」のである。著者は女系天皇の出現が即ち無血革命の仮面をつけた易姓革命を意味するのだといふ論理的

連関に気がつかないわけではあるまい。あれだけ明瞭に易姓革命に対する嫌悪を表明しておきながら、最後の大詰の場で易姓

革命を肯定する見解を表明する、この自已矛盾はこの好著の全体としての論理の破綻を意味する。 
  
白壁の微暇と執成しておきたいところだがこれは決して「微」ではない。むしろ『天皇論』といふ千丈の堤も蟻の一穴から崩れ

る、その一穴だとでも言つておかうか。 
  

  著者に向けての切望 

  
思ふに小林氏が女系天皇にても可との早とちりの想念を懐いてしまつたのは、氏の歴史的叙述の正確を達成せしめた有能

な助言者高森明勅氏の影響によるものであらう。その高森氏の見解と同列にあり、氏を支持する学説の持主に伊勢の田中卓博

士、京都の所功氏がある。 
  

『サピオ』の本年八月二十六日号「ゴーマニズム宣言・『天皇論』の反響」によれば小林氏は高森氏の同行を得て伊勢に療養

中の田中氏を訪ねた由である。詳細はなほ入手可能と思はれる同誌該当号を見て頂きたいのだが、そこで小林氏の得た結論

は、〈わしは田中先生が女系容認ならば安心して信じることにした〉との一行に言ひ尽くされてゐる。ここに間題の鍵がある。 
  

かう書いてゐる筆者自身も、曾ては、田中博士の説だから信じてよい、の格率を奉じてゐた。ところが平成十八年三月の「諸

君!」に載った田中博士の「女系天皇で問題ありません」の一文によつて事情は一変した。この異変が生じて以来、田中博士は筆

者にとつて「墜ちた偶像」になった。 
  
この論文に対しては同じ「諸君!」の翌四月号に皇学館大学の新田均教授が師への諌言といふ形で反論を書き、又「神社新

報」紙にも、「田中卓論文に歴史学的根拠なし」との題名通りの手堅い学術的反論を載せた。 
  

又「月刊日本」四月号には、今は故人となつた萩野貞樹氏が「軽薄な女帝容認論を論駁する田中卓博士のあらぬ言挙げを悲

しむ」と題し、田中論文を克明に分析して計二十二項目の論点を取り出し、その全項目に亙つて、それが女系天皇容認論の根拠
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たり得てゐないことを論証した、実に綿密な、説得カに満ちた論駁の文を出した。 
  

萩野氏の駁文に接した時の、むしろ異様な感慨といふべき印象は忘れ難い。といふのは、それまで凡そ学説上の論敵と渡り

合つては殆ど百戦百勝の観を呈してゐた田中博士がこの時ばかりは萩野氏の完勝に対して見るも無残な惨敗を喫してゐたから

である。 
  
  
  

 
  

その一例として、これは小林氏の、天照大神が女性である以上、天皇は女系だつたと考へることもできるとの命題に直接関は

ることなので特に取り上げておかう。この解釈は萩野氏の指摘の通り、神話と歴史との混同といふ至つて初歩的な学問的誤謬な

のである。 
  

神話と歴史の混同を戒めながらここで神話の解釈に及ぶのは是亦自家撞着の謗りを受けようが、不本意ながら、相手の土俵

に上るといふ意味で筆者も神話に説き及ばう。 
  
天照大神を祖とするが故に(例へば天孫の称の示す如く瓊瓊杵尊にとつての大神は祖母である)天皇の系譜は女系である、

と言ふのならば、その論者達の言ふ女系とは血統のことでなければならない。 
  
然し乍ら異文の多い『日本書紀』に於いて紙幅の制約上その本文のみについて此を見ておくが、瓊瓊杵尊の父親である天忍

穂耳尊は天照大神が「みとのまぐはひ」を経て所謂はらを痛めて生み給うた男児ではない。彼は素戔鳴尊が姉の神の八坂瓊五

百箇御統（やさかにのいつほのみすまる）を乞ひ取つて口に砕いて噴き出した霧の中に生じた五人の神の長子である。 
  
神と名告る人間の胎から生れた子ではない。暗示的にも『紀』はここで天照大神が自分の身につけてゐた 
御統（みすまる）から生れた故に、といふことでこの五人の男神を弟神から乞ひ受け、〈取りて子養（ひだ）したまふ〉と記してゐ

る。人間界の見方をとれば養子である。 
  

『紀』の本文に即してみれば、天孫が天照大神の血統上の孫でないことは明らかである。ではこの皇統の繋りを何と呼ぶの

か。霊統と謂つても道統としてもよい。ただ人間の世界の血統概念を当てはめて、皇統は女系に始まる、とするのは実に素朴な

誤謬である。 
  

令名高き国史学者がどうして斯様な幼稚な誤謬を犯すのか。この謎の説明も萩野貞樹氏の遺著の一である『歪められた日本

神話』(PHP新書、平成十六年)の中に求められる。平成十八年以前の著作であるからもちろん田中卓氏の名は誤謬を犯した人

として出てはこない。 
  

萩野氏によれば日本に本来の一科独立の学問としての神話学が登場するまで、日本神話の研究に従事してきたのは国史学

者か国文学畑の文献学者達だつた。彼等の学説は大きく分けて「史実反映説」と「創作説」のどちらかに属するが、神話研究とし

てはどちらも誤りである。 
  
日本に本来の意味での科学的神話学が誕生したのは、民族学・文化人類学の泰斗でもある大林太良氏(故人)とジョルジュ・

デュメジルの高弟として印欧比較神話学の分野で世界に通用する立派な業績を挙げた吉田敦彦氏及びその学統に直接属する
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タグ： 小堀桂一郎  正論  小林よしのり  天皇論  女系天皇  易姓革命  渡部昇一  八木秀次  新田均  松浦光修   

人々によつてである。 
  
萩野氏によれば国史学系の神話研究者達は吉田・大林両氏の学説によつて自説が自づから否定されてしまふ事に多大の畏

怖乃至迷惑を覚えてゐたらしいが、それは然るべき学問の道理の推す所であるから如何とも仕方がない。 
  

日本の学界にも比較神話学の方法が根付いた段階で、日本神話も初めて「神話の論理」を以てする、学問的に適切な解釈を

施される様になり、神話研究は史実反映説や創作説(時には政治宣伝文書説の形をとつたりする)の因習から解放されることに

なつた。 
  

田中卓氏は神話学界が漸く克服した史実反映説になほしがみついて立論し、萩野氏から容赦なくたしなめられた形だつた。

比較神話学の見地から言へば、天界の祖神に血統では繋がらないが、三代目である故にいはば天孫と見傲される存在が民族

神話の中で主権神の地位を獲得する話は世界的類型である。 
  
紀・記の神話固有の秘義ではない。神話の論理では血統を辿らうとしても意味をなさない。血統が意味を有つのは人間の歴

史世界での話であり、日本で言へば神代を過ぎて人皇第一代となる神武天皇以降のことである。それより遡つての皇統の継受

はさきにも一言ふれたが霊統乃至道統の理念を以て解するより他はない。 
  

まだ論ずべき問題は多く残つてゐるが紙幅の制約がそれを許さない。結びに好漢小林よしのり氏に切言する。向後万世一系

の皇統について思索し立論しようと思ふ時、田中卓・所功氏等の学説に依拠してはいけない。この人達の学説の裏には暗く怪し

い政治的党利党略性がひそんでゐる。 
  

それに引摺られては自分を謬る。その代りに貴台が以て道標とすべきは、皇都の学界では渡部昇一、八木秀次の両氏、神都

伊勢では新田均、松浦光修といふ働き盛りの神道学専攻の学究である。殊に伊勢のお二人に多く学んで頂きたい。 
  
その理由は、この御両所の学説が拠つて立つ基盤は、断じて政治的計算や処世術ではなく、国体と皇統に対する、神代以来

の尊皇敬神の「道」に対する「信仰」だからである。この「信仰」を欠いた国家学・皇学は所詮は腐儒の曲説でしかない。（正論12
月号P126-128） 
  
●注目【大道無門】外国人地方参政権への反論・百地章氏に聞く 1/2   2/2 

 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

 これが正しい歴史、日本が好きな日本人は必見！ 

  ●ニコ動画版 凛として愛 ニコ1/3 2/3 3/3  
  ●you tube版      凛として愛 1 2 3 4 5 6 7  
  ●誇り～伝えよう日本のあゆみ～ 1/3 2/3 3/3 
  ●日本の童謡をいつまでも ふるさとーJAPAN 
  ●日本がアジアに残した功績 
  ●真実はどこに・・・ 

 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
  

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(28) 

コメント(28) 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2009/11/09 19:55Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース 外国人参政権法案の国会提出 

 
「私には分からない」平野官房長官 

 
平野博文官房長官は９日午後の記者会見で、民主党が議員立法で今国会への提出を検

討している永住外国人に地方選挙権を与える法案に関し「タイト（窮屈）な日程で本当に

出しうるのか、私には分からない」と述べ、提出には慎重な検討が必要との認識を示し

た。 

 
 また、新人議員を含め民主党内の意見集約が必要との考えをあらためて強調した上

で、「党内や国会の議論がどこまで深まるかだが、山岡賢次国対委員長から報告はまだ

ない」と述べた。 
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http://sankei.jp.msn.com/politics/policy/091109/plc0911091934009-n1.
htm  

2009/11/09 19:57Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース２ 責任の取り方を勉強―首相  
 
偽装献金、新事実なら会見 
  
鳩山由紀夫首相は９日午後の参院予算委員会で、自身の偽装献金問題に関する政治責

任について「『秘書がやったことだから関係ない』との思いはない。責任の取り方に関し

て、いろいろ勉強したい」と述べた。 

 
ただ「（衆院選で）政治を変えてほしいという大きな力をいただいているのも事実だ。その

中で責任の取り方を考えたい」として、政権担当への意欲を重ねて強調。同時に「新事実

が出てきて記者会見した方がいい状況になれば、そうしたい」と、新たな事実が判明すれ

ば自ら説明する考えを示した。 

 
http://www.47news.jp/CN/200911/CN2009110901000577.html  

 

2009/11/09 20:14Commented by yaegaki-hime さん 

先日から貼り付けようとしているのですがURLが多いために成功しません。外国人地方

参政権の阻止のために  
拡散用!! 自民、他野党、民主のあて先と例文  
http://politiceconomy.blog28.fc2.com/  
 
以上をアップしました。是非、拡散させてください。  
又、民主党のキーマン八人も連絡先を詳細しました。 
一人でも多くの方に役立てていただきたい一心です。 
頑張りましょう!!! 

 

2009/11/09 20:23Commented by 花うさぎ さん 

To yaegaki-himeさん こんばんは。 
 
>以上をアップしました。是非、拡散させてください。  
 
一つ前のエントリーでyaegaki-himeさんのコメントへの書き込みをそのままアップした

のですが、その後に西村幸祐さんから連絡が入り、外国人参政権を審議するのは「法務

委員会」ではなくて「総務委員会」との事です。 

 
ということはご苦労されて八人の名前、URL TEL FAXを提供頂いたわけですが、委員の

名前が違っているということで、エントリーを書き換えたのでした。ちょっとこの件を確認し

てみて下さい。 

 
委員の方をはじめ、抗議される方にも間違って迷惑をかけてはいけないと思いますの

で。  

 

2009/11/09 20:39Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース３ 民主・山岡氏にＳＰ、発言に抗議殺到で 
  
民主党の山岡賢次国会対策委員長に１０日から警護官（ＳＰ）が随行することになった。

与党時代の自民党国対委員長にはＳＰはついておらず、異例の待遇だ。 

 
 山岡氏が先週、永住外国人に地方選挙権を付与する法案を今国会に提出する考えを

表明したところ、事務所に抗議の電話が殺到。警視庁が「警護が必要」と判断したという。

山岡氏は「発言に対する反発が大きかった」と周囲に語っている。 

 
 民主党役員でＳＰがついているのは、代表の鳩山首相を除けば、小沢幹事長、輿石東

参院議員会長だけだった。党内からは「山岡さんも『党内ナンバー３』の座を確立し、まん

ざらでもないのでは」と冷やかしの声も漏れている。（2009年11月9日19時51分読売新

聞）  

 

 

4小堀桂一郎氏「天皇論」に反論！：イザ！

http://hanausagi.iza.ne.jp/blog/entry/1312570/



http://www.yomiuri.co.jp/politics/news/20091109-OYT1T00766.htm?fro
m=main4  

2009/11/09 21:02

Commented by kunimamoru さん 

こんばんは。 
それぞれが天皇論を語り出すと、千差万別様々ある訳ですが、太古の昔から

男系男子が選ばれてきたその“歴史”に思いを馳せるべきだといつも私は思っ

ています。 

 
女系を唱えてもいいでしょう。唱えるだけならば。そんな事を言った人も数え３０００年の歴

史を誇る我が国の中には過去あったかも知れません。ですが、何故男系一本で来たの

か。それに思いを馳せるべきだとつくづく思っています。 

 
にしても、小堀先生の言はいつ聞いても明快でいいですね。  

 

2009/11/09 21:16

Commented by 花うさぎ さん 

To kunimamoruさん こんばんは。 
 
>何故男系一本で来たのか。それに思いを馳せるべきだとつくづく思っていま

す。 

 
はい、せいぜい昭和から平成の時代に生きる現代の我々が「万世一系」の伝統を軽んじ

てはいけないと私も思います。 

 
>にしても、小堀先生の言はいつ聞いても明快でいいですね。 
 
真っ当に育って欲しいという愛情を感じる論文ですね。違う部分は違うと主張した上で。役

者が違うと思います(^^)。 

 

2009/11/09 22:29Commented by gabacho さん 

男系とか女系とかの議論になると、なんか我々庶民レベルの話になって、 
いつの間にか男女同権でもええじゃないか、というレベルに聞こえます。 

 
ここは庶民のレベルとは違う、「万世一系」という日本の歴史とも言うべき 
神聖なレベルのことであるという共通の認識に立って議論される必要があります。 

 
いずれ「万世一系」が絶える時が来るかも知れません。しかし今、庶民感覚で女系容認と

いい、天皇中心の民族というアイデンティティを何の努力もせずに捨て去るようなことをし

てはご先祖様に申し訳が立ちません。 

 
まず、旧宮家の復活や、（側室を置く？）など努力をしたらどうでしょうか？だって、ご先祖

様がそうして皇統を繋いで来た訳ですから、・・・。  

 

2009/11/09 22:53Commented by 花うさぎ さん 

To gabachoさん こんばんは。 
 
>いつの間にか男女同権でもええじゃないか、というレベルに聞こえます。 
 
こう思う方が非常に多いのですが、天皇陛下には名字も選挙権もないのですけどね？。 

 
>神聖なレベルのことであるという共通の認識に立って議論される必要があります。 
 
はい、正にその通りだと思います。 

 
>まず、旧宮家の復活や、 
 
これは関係者の間で真剣に検討されているようです。 

 
＞（側室を置く？）など努力をしたらどうでしょうか？ 

 
この件は先帝陛下ご自身が否定されたとものの本に書いてありました。 

 
＞ご先祖様がそうして皇統を繋いで来た訳ですから、・・・。 
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何とか識者が知恵を出して欲しいです。皇室のご意向も充分に承った上で、ですが。 

2009/11/09 23:29

Commented by しばりょう さん 

To 花うさぎさん こんばんわ。 
>・ニュース３ 民主・山岡氏にＳＰ、発言に抗議殺到で 
 

とんでもない野郎ですね。 
山岡荘八の秘書らしいですが、ただ、名前使ってるだけのようで、 
あんなにすばらしい歴史小説家の息子と聞いてびっくりしました。血はつながっていない

ようです。 
日本人はアイヌの蛮族といったら、朝鮮人に参政権をといったり、 
マルチ商法を擁護したり、わからん野郎です。  

 

2009/11/10 06:07Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース４ 外国人参政権を永住中国人にも  

 
「相互主義」とらず 民主検討案判明 

 
 民主党内で検討中の永住外国人への地方参政権（地方選挙権）付与法案の概要が９

日、明らかになった。永住者である中国人にも参政権を与える一方、当面は国交のない

北朝鮮の出身者には与えない内容となっている。 

 
 これによると、相手国に住む日本人が地方参政権を与えられている場合に限り、日本も

その国の国民で日本での永住者に地方参政権を与えるという「相互主義」については、

採用を見送った。このため、たとえば民主主義国ではない中国の国民でも、日本の永住

者は地方参政権を得られる。 

 
 また、「当分の間」の措置として、日本と外交関係のある国の国民か、それに準ずる地

域の出身者に対象を限るとした。 

 
http://sankei.jp.msn.com/politics/situation/091110/stt0911100012000-n
1.htm  

 

2009/11/10 06:11Commented by 花うさぎ さん 

・【主張】外国人参政権 「違憲」の疑い論議尽くせ 

 
 民主党内で、永住外国人への地方参政権付与法案を議員立法で今国会に提出しようと

する動きが起きている。同党の山岡賢次国対委員長が自民党の川崎二郎国対委員長に

これを伝え、「場合によっては、党議拘束なしで（採決を）行いたい」とも述べた。 

 
 しかし、この法案は選挙権を国民固有の権利と定めた憲法１５条に違反する恐れがあ

る。国民の主権を脅かしかねない法案であるにもかかわらず、それを党議拘束なしに採

決しようというのは、あまりにも乱暴である。 

 
 しかも、民主党は今夏の衆院選に向け、永住外国人への地方参政権付与を党の政策

集に掲げていながら、マニフェスト（政権公約）から外した。マニフェストにないものをなぜ

急ぐのかも疑問だ。この問題で、民主党内には、小沢一郎幹事長ら推進派の議員が執行

部に多いが、中堅・若手議員を中心に慎重論も根強い。法案提出の前に、まず党内で憲

法問題などの議論を尽くすべきだ。 

 
   

 

2009/11/10 06:11Commented by 花うさぎ さん 

連立与党の中でも意見が分かれている。社民党は外国人参政権付与に賛成の立場だ

が、国民新党代表の亀井静香郵政改革・金融相は「在日外国人の比率が非常に高い地

域がある」などと慎重論だ。推進派の鳩山由紀夫首相も先の衆院予算委員会で「強引に

押し通そうとは思っていない」と答えた。平野博文官房長官も９日の会見で、党内論議の

必要性を強調した。当然である。 

 
 在日韓国人ら永住外国人に地方参政権を与えようという動きは、この問題が「国の立法

政策に委ねられている」とした平成７年２月の最高裁判決を機に強まったといわれる。だ

が、判決のその部分は拘束力のない傍論の中で述べられたものにすぎず、本論部分で
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は、憲法９３条で地方参政権を持つと定められた「住民」は「日本国民」を意味するとして、

外国人の参政権を否定している。 

 
 韓国で今年２月、公選法が改正され、２０１２年以降、在外韓国人が韓国の国政選挙権

を持てるようになる。もし、日本で外国人に参政権が与えられれば、在日韓国人らは二重

の選挙権を持つことになる。この点からも、外国人への参政権付与は問題である。 

 
 外国人が参政権を得るためには、やはり日本国籍を取得すべきだ。国政選挙であろうと

地方選挙であろうと、参政権は国民にのみ与えられた権利なのである。 

 
http://sankei.jp.msn.com/politics/policy/091110/plc0911100249002-n1.
htm  

2009/11/10 06:38Commented by 花うさぎ さん 

To しばりょうさん おはようございます。 
 
>日本人はアイヌの蛮族といったら、朝鮮人に参政権をといったり、 
>マルチ商法を擁護したり、わからん野郎です。 
 
選挙に有利ということで山岡性を名乗っていますが、怪しさ満点です。民主党幹部にはロ

クなのがいませんね。 

 

2009/11/10 07:18Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース５ 鳩山首相、米大統領残しＡＰＥＣへ 
  
 鳩山由紀夫首相が１３日に来日するオバマ米大統領と同日中に首脳会談を行った後、

大統領を日本に残し、同日深夜にアジア太平洋経済協力会議（ＡＰＥＣ）首脳会議出席の

ためシンガポールへ出発する日程が９日、固まった。複数の日本政府関係者が明らかに

した。 
  
 首相としては「アジア重視の姿勢を示すため、１４日の首脳会議開幕に遅れることはで

きない」（政府関係者）という。ただ、来日中の外国首脳を残して、首相が外遊に出発する

のは極めて異例。  
  
 一方、オバマ大統領は１４日も日本に残り、天皇陛下との会見やアジア外交に関する演

説などの日程をこなしてからシンガポールに向かう見通しだ。http://jiji.com/jc/c?g=
pol_30&k=2009111000018 
 
・信じられません！  

 

2009/11/10 09:54Commented by Kanpai さん 

>首相としては「アジア重視の姿勢を示すため、１４日の首脳会議開幕に遅れることはで

きない」（政府関係者）という。ただ、来日中の外国首脳を残して、首相が外遊に出発する

のは極めて異例。 

 
普通、外交ではあり得ないでしょう。 
極めて「異例」ではなく、極めて「無礼」でしょう。 

 
アメリカ軽視、アジア重視ですか。 
東アジア共同体にアメリカを入れると言いつつ、軽視してますね。表面を取り繕っても、行

動がそういっていません。 したがってアメリカ抜きを画策していることは明白でしょう。 

 
中国、太平洋分割管理提案 

http://sankei.jp.msn.com/world/america/080312/amr0803122304014-n
1.htm 
民主党は東アジアといいつつ、実際には中国のお先棒を担いでいますね。 
民主党許せませんね。 
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2009/11/10 12:18Commented by 花うさぎ さん 

To Kanpaiさん こんにちは。 
 
>極めて「異例」ではなく、極めて「無礼」でしょう。 

 
その通り。前代未聞とはこのことでしょう。 

 
>したがってアメリカ抜きを画策していることは明白でしょう。 
 
はい、一刻も早く支那中共に日本を差し出して頭なでなでして欲しいのでしょう。 

 
>民主党許せませんね。 
 
国賊以上、日本の敵です！。  

 

2009/11/10 12:22

Commented by nogikuchi さん 

皇室のことは陛下や皇族の方々にお任せするのが一番と思います。 
対外的・儀礼的には日本国元首で、一国民としてはそうあり続けていただきた

い。 
そう望むにあたって、ご家庭内やご継嗣の問題まで口出す必要があるのでしょうか。 

 
新憲法下で政治的な役目は終えられたと思います。 
国家予算を出しているというだけで、国事行為にとどまらず、政府が干渉することに違和

感を感じます。鎌倉や江戸の幕府とどう違うのでしょう。 
皇室典範も皇籍離脱も占領軍の命令であり、ＳＦ条約とともに無効とすることが私は合理

的と思います。 
繰り返しますが、政治的な役目はないのですから、政府や国民の干渉は無用でしょう。 

 
『朕ト爾等国民トノ間ノ紐帯ハ、終始相互ノ信頼ト敬愛トニ依リテ結バレ・・・』 
無用な規定や干渉さえなければ、自ずとあるべき皇室が顕れると思います。 

 

2009/11/10 12:36

Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース６ 

 
参院予算委 首相「日教組に選挙応援の自由ある」 

 
 鳩山由紀夫首相は１０日午前の参院予算委員会で、民主党の有力支持団体の日本教

職員組合（日教組）との関係について「日教組が選挙のときに応援する自由はある。民主

党の政策が日教組に依存しきっているわけではない。教育の中立性は担保しなければな

らない」と強調した。 

 
 現行の教育制度には「学力重視より地域を大事にしながら、一人一人の能力が発揮さ

れるような教育に変えていく必要がある。（民主党は）教育委員会の改廃を含めて提言し

ている」と述べた。自民党の義家弘介氏への答弁。 

 
 義家氏は質問で「鳩山政権発足後、政策を打ち上げているが根拠のないものが山積

だ。永住外国人の地方参政権付与、夫婦別姓など日本解体を目指しているのではない

か」と批判した。 

 
http://sankei.jp.msn.com/politics/policy/091110/plc0911101114008-n1.
htm 
 
・自由など「ない！」。何も知らない恥ずかしい首相だ。  

 

2009/11/10 13:04Commented by 花うさぎ さん 

To nogikuchiさん こんにちは。 
 
>皇室のことは陛下や皇族の方々にお任せするのが一番と思います。 
 
はい、それをしっかりサポートするのが日本国民の務めでしょう。 

 
>そう望むにあたって、ご家庭内やご継嗣の問題まで口出す必要があるのでしょうか。 
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保守の論壇のなかでも女系容認、廃太子、雅子妃殿下にもの申す、反日は皇室典範改

悪、憲法から天皇条項削除とか、どうにもなりません。 

 
「天皇陛下を中心に日本民族が結束して」なんて考えはもうないのかも知れませんね。 

 

2009/11/11 12:00

Commented by 元気 さん 

To 花うさぎさん  
 
おはようございます。 

小林氏の誤謬。多々有ると思います。専門家ではありませんから。 
無理からぬことではないでしょうか。 
小堀氏も小林氏を好漢と評していますが、その社会への貢献度には多大な期待を寄せら

れているのだと思います。 

 
ご指摘の箇所。 
私は、日本の皇室の将来のアリカタの一つであると思います。 
（考え、展望は自由ですから） 
けれど、誤解に基いています。他にもあります、よね。（笑） 
それでもなお、小林氏の功績は大きいと思いますし、 
小林氏が将来正しく理解する未来に期待したいと考えています。 
間違うからこそ、正しい理解をする過程が描かれると期待しているのです。 
自分で恥をかかねば分からぬこと多いから。 

 
天皇論に付いているハガキにも色々と書かせていただきました。 
たくさん書くために小さな文字で書きました。（笑） 
小林氏なら、そんな小さな声（文字）も大切にして下さる気がしたからです。 
日本国憲法の改正に関することです。 
皇室典範改正にも関わって来ますので、とても重要だからです。 
氏が憲法問題に取り組まれることで、女性天皇と女系天皇の違い、皇室典範も深く理解

されることを願っています。 

 
＞道標とすべきは、皇都の学界では渡部昇一、八木秀次の両氏、神都伊勢では新田均、

松浦光修といふ働き盛りの神道学専攻の学究である。殊に伊勢のお二人に多く学んで頂

きたい。 

 
天皇論の巻末にも明記がありましたが、斎藤吉久氏も是非加えて下さい。 
記述が分かりやすいですし、皇室の行く末を真剣に案じておいでです。 
HPもあります。 
http://web.mac.com/saito_sy/iWeb/SAITO%20Yoshihasa%20Website/6E
7C54B2-C370-11DA-BCA3-000A95D44250.html 
 
イザでもブログを開設しておられます。 

http://izasaito.iza.ne.jp/ 
 
つづく  

 

2009/11/11 12:19

Commented by 元気 さん 

（つづき） 

 
「女系天皇」の出現は即ち無血革命の仮面をつけた易姓革命を意味する！ 

 
私もその通りだと思います。 
ワナにハマってはいけないと思います。 
そして、ワナの一つが、 

 
「皇室のことは陛下や皇族の方々にお任せするのが一番」 

 
という考えであると思います。 
なぜ、天皇陛下には名字も選挙権もないのか。 
天皇陛下は、「私」でなく「公」の存在であるから。 
そのことが、権威の最高峰たらしめているのです。 
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2009/11/11 14:46Commented by 風来坊 さん 

花うさぎさん 

 
＞この御両所の学説が拠つて立つ基盤は、断じて政治的計算や処世術ではなく、国体と

皇統に対する、神代以来の尊皇敬神の「道」に対する「信仰」だからである。この「信仰」を

欠いた国家学・皇学は所詮は腐儒の曲説でしかない。 

 
さすが小堀桂一郎氏！天皇を論じる場合の出発点を明解に示しておられます。 
この考え方は、福田恆存氏の次の言葉とぴったり一致しているのではないでしょうか。か

つての保守論壇の巨星が福田氏だとすれば、当代の巨星が小堀氏であることは間違い

ありません。 

 
～～「史実といふものは刻々に生起し、刻々に消えていく我々の実生活だ。我々はその

真相を知ることが出来ない。…史実（客観）などといふものは存在せず、また我々はそれ

に手を触れる事も出来ない。存在するのは何を史実としたいかといふ我々の心（主観）が

存在するだけであり、その心こそ客観的存在であります。」～～ 

 

2009/11/11 17:39Commented by 花うさぎ さん 

To 風来坊さん こんばんは。 
 
>この考え方は、福田恆存氏の次の言葉とぴったり一致しているのではないでしょうか。 
 
福田氏のご紹介、ありがとうございます。 

 
本日発売されたSAPIOで小林よしのりは「皇統男系派」の保守陣営を一刀両断、それど

ころか「小堀桂一郎氏にはあきれた。男系絶対主義者に後退している！」とバッサリで

す。 

 
どうも氏は謙虚さを見失って「商売第一」が少し鼻につくようになりました。次号で小堀氏

に反論すると予告していますが、「やれやれ、まかたよ」という感じです(^^；。  

 

2009/11/11 17:54Commented by 元気 さん 

To 花うさぎさん  
 
>本日発売されたSAPIOで小林よしのりは「皇統男系派」の保守陣営を一刀両断、それ

どころか「小堀桂一郎氏にはあきれた。男系絶対主義者に後退している！」とバッサリで

す。 

 
>どうも氏は謙虚さを見失って「商売第一」が少し鼻につくようになりました。次号で小堀

氏に反論すると予告していますが、「やれやれ、まかたよ」という感じです(^^；。 
 
謙虚さを見失っては… 
返って害になりそうですね。 
間違った方向（男系絶対主義＝後退）断定では… 
害になりかねません。  

 

2009/11/11 18:54Commented by 花うさぎ さん 

To 元気さん こんばんは。 
 
>今も選挙権もない、名字もないことの意味。 
>天皇が人権を掲げだすことを許す土壌作りこそが、 
>日本の崩壊に向ける布石なのだと思います。 
 
コメントが前後してしまいました(--)。その通りでしょうね。 
 
ご指摘の斉藤氏も詳しい反論をされていますね。大変勉強になります。 

 

 

2009/11/11 21:33Commented by 花うさぎ さん 

To 元気さん  
 
>間違った方向（男系絶対主義＝後退）断定では… 
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>害になりかねません。 
 
本当ですね。個人的には彼のマンガで「外国人参政権の欺瞞」を書いて、保守と足並みを

揃えて欲しいと願っていたのですが、難しいものですね。 

2009/11/29 20:21

Commented by genn さん 

同じく「SAPIO」は読む気がしなくなりました。今回、2009/12/16号の「天皇

論 追撃篇」には とても気分が悪くなります。どうしてしまったのか 小林よしの

り は…もう 好漢などとは言えません。 どこか壊れている、イカれているとしか

思えません。 
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